
　
　
　

は
じ
め
に

　

写
本
か
版
本
か
を
問
わ
ず
、
物
と
し
て
の
本
の
印
象
を
左
右
す
る
大
き
な
要
素

に
、
版
下
文
字
の
書
風
が
あ
る
。
近
世
前
期
の
か
ぎ
ら
れ
た
時
期
に
江
戸
で
出
版

さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
江
戸
版
」
に
つ
い
て
言
わ
れ�

て
き
た
、
た
と
え
ば
「
独
特
の

版
下
文
字
」（
橋
口
侯
之
介
「
古
本
屋
の
仕
事
場
８　

和
本
の
紙
を
調
べ
る
」

（
１
））

と

い
う
言
い
方
も
そ
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。

　

江
戸
版
に
つ
い
て
は
、
柏
崎
順
子
氏
が
、
江
戸
の
各
書
肆
の
動
向
、
版
下
の
書

風
や
挿
絵
な
ど
、
多
方
面
に
わ
た
り
、
詳
細
な
研
究
を
精
力
的
に
積
み
重
ね
て
お

ら
れ
る（

２
）。

　

筆
者
も
ま
た
、「
近
世
前
期
江
戸
版
の
本
文
版
下
」
と
い
う
論
文（

３
）（

以
下
「
前

稿
」）
の
中
で
、
紙
面
の
文
字
数
や
字
詰
と
い
っ
た
江
戸
版
の
版
下
本
文
の
全
体

的
な
特
徴
を
あ
げ
る
と
と
も
に
、
一
つ
一
つ
の
文
字
に
つ
い
て
も
、「
上
方
版
の

線
を
、
一
画
一
画
抑
揚
を
強
調
し
、「
は
ね
」「
は
ら
い
」「
お
れ
」
と
い
っ
た
運

筆
を
大
き
く
、
時
に
は
過
剰
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
に
表
現
し
」
て
い
る
点
を
具
体

的
な
特
徴
と
し
て
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
江
戸
の
書
家
隠
岐
置
散
子
と
い
う
御
家
流
（
尊
純
流
）

近
世
前
期
の
書
流
と
江
戸
版
の
版
下

　
　
　

― 

近
世
前
期
江
戸
出
版
界
に
お
け
る
〈
江
戸
〉
意
識
の
萌
芽
（
２
） 

― 

の
書
家
の
書
風
に
注
目
し
、
一
見
「
独
特
」
に
見
え
る
江
戸
版
の
版
下
文
字
の
書

風
が
、
当
時
の
標
準
的
な
書
流
で
あ
っ
た
御
家
流
の
書
風
の
範
囲
内
に
お
さ
ま
る

も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
可
能
性
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。
江
戸

版
の
版
下
文
字
の
書
風
が
一
見
「
独
特
」
に
見
え
る
の
は
、
そ
の
書
流
の
範
囲
内

で
の
個
性
の
違
い
程
度
の
も
の
を
、
現
代
の
わ
れ
わ
れ
が
「
独
特
」
と
感
じ
て
い

る
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。

　

今
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
て
も
、
同
じ
時
代
の
出
版
物
に
書
か
れ
た
版
下
の
文

字
の
書
き
方
が
、
上
方
の
出
版
物
と
江
戸
の
出
版
物
の
間
で
ま
っ
た
く
異
な
っ
た

り
、
無
縁
で
あ
る
は
ず
は
な
い
。
版
下
の
文
字
を
書
い
た
筆
工
は
、
そ
の
出
自
や

経
歴
こ
そ
異
な
れ
、
上
方
に
お
い
て
も
江
戸
に
お
い
て
も
、
当
時
既
存
の
書
流
の

い
ず
れ
か
を
学
ん
だ
者
た
ち
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
の
代
表
が
い
わ
ゆ
る
御
家
流
と

呼
ば
れ
る
流
派
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

た
だ
、
江
戸
版
の
版
下
の
書
風
に
つ
い
て
は
、
前
稿
執
筆
時
に
考
慮
に
入
れ
て

い
な
か
っ
た
別
の
書
流
を
視
野
に
入
れ
る
必
要
の
あ
る
こ
と
に
最
近
気
づ
い
た
。

弘
法
大
師
の
書
風
に
そ
の
淵
源
を
求
め
る
と
い
う
、
室
町
末
に
は
じ
ま
っ
た
大
師

流
と
言
わ
れ
る
流
派
の
書
風
で
あ
る
。

母　

利　

司　

朗
二
四
七

近
世
前
期
の
書
流
と
江
戸
版
の
版
下　

― 

近
世
前
期
江
戸
出
版
界
に
お
け
る
〈
江
戸
〉
意
識
の
萌
芽 （
２
） 

―



　

大
師
流
と
は
、
現
行
の
辞
典
類
に
、

　
　

空
海
の
書
風
を
誇
張
し
た
特
色
あ
る
書
風
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典
』）

空
海
の
書
風
を
受
け
継
ぐ
流
派
。
中
世
末
、
空
海
の
装
飾
的
な
書
風
を
、
さ

ら
に
誇
張
し
て
創
始
さ
れ
た
。
大
師
様
。　
　
（『
大
辞
林
』　

第
三
版
）

な
ど
と
簡
潔
に
説
明
さ
れ
る
書
流
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
書
風
を
い
う
。

　

前
稿
に
お
い
て
は
、
江
戸
版
の
版
下
本
文
の
書
風
か
ら
受
け
る
「
独
特
」
の
意

味
を
御
家
流
の
個
性
の
範
囲
内
の
も
の
と
し
て
理
解
し
よ
う
と
し
た
の
に
た
い

し
、
本
稿
で
は
、
そ
の
時
点
で
は
考
慮
に
入
れ
て
い
な
か
っ
た
大
師
流
と
い
う
書

流
の
書
風
を
と
り
あ
げ
、
そ
れ
と
江
戸
版
版
下
本
文
の
書
風
と
の
関
係
を
考
え
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
行
文
の
都
合
上
、
前
稿
と
、
内
容
や
文
章
の
重

な
っ
た
り
似
通
う
と
こ
ろ
の
あ
る
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

一　

江
戸
時
代
の
書
流
・
書
風
は
ど
う
感
じ
ら
れ
て
い
た
か

　

江
戸
時
代
前
期
の
書
流
に
つ
い
て
は
、小
松
茂
美
『
日
本
書
流
全
史
』（
講
談
社
・

一
九
七
○
年
）
他
、書
道
史
を
記
す
書
籍
の
中
で
す
で
に
様
々
に
説
か
れ
て
い
る
。

し
か
し
そ
の
多
く
は
、
人
物
や
伝
書
中
心
の
伝
系
・
系
譜
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、

江
戸
時
代
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
流
や
書
風
が
、
人
々
の
感
覚
の
中
で
ど
の
よ
う
に
受

け
取
ら
れ
て
い
た
の
か
、
ど
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
点
に
つ

い
て
は
、
ま
っ
た
く
触
れ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。

　

江
戸
版
に
た
い
す
る
「
独
特
の
版
下
文
字
」
と
い
う
言
い
方
の
「
独
特
」
の
意

味
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
も
っ
と
も
手
っ
取
り
早
く
か
つ
効
果
的
な
の
は
、
江

戸
版
の
版
下
文
字
の
書
風
が
、
当
時
行
わ
れ
て
い
た
様
々
な
書
流
の
ど
れ
に
近
い

書
風
で
あ
る
か
を
調
べ
て
み
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
も
し
そ
れ
が
、
当
時
、
標
準
的

な
書
風
と
く
ら
べ
て
風
変
わ
り
な
も
の
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
そ
こ

で
は
じ
め
て
「
独
特
の
版
下
文
字
」
と
い
う
言
い
方
も
生
き
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

　

さ
い
わ
な
こ
と
に
、
江
戸
版
の
出
版
さ
れ
た
近
世
前
期
に
流
行
し
て
い
た
俳
諧

の
中
に
は
、
当
時
の
書
流
の
名
称
や
そ
の
書
風
に
つ
い
て
の
様
々
な
詠
ま
れ
方
を

見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
当
時
の
人
々
の
、
書
流
や
書
風
に
た

い
し
て
の
感
覚
、
受
け
取
り
方
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

　

さ
っ
そ
く
そ
れ
ら
を
一
つ
一
つ
な
が
め
て
み
よ
う
。

【
御
家
流
】

　

御
家
流
は
、『
日
本
国
語
大
辞
典
（
第
二
版
）』
の
「
語
誌
」
に
、

徳
川
家
康
が
奨
励
し
、
祐
筆
の
建
部
伝
内
が
幕
府
の
公
的
文
書
に
用
い
、
大

橋
重
政
が
実
用
性
・
通
俗
性
を
増
し
た
。
崩
し
方
が
平
易
で
あ
り
、
江
戸
幕

府
も
使
用
を
強
制
し
た
た
め
、
寺
子
屋
で
も
書
道
の
手
本
と
な
り
、
実
用
書

体
と
し
て
全
国
の
武
家
、
町
人
、
百
姓
、
婦
女
子
へ
と
普
及
し
、
そ
の
影
響

は
明
治
時
代
に
も
残
っ
た
。

と
説
明
さ
れ
る
。
十
七
世
紀
の
俳
諧
に
は
、

　
　

書
初
も
め
で
た
や
殿
の
御
家
流　
　
　
　
　

桑
折
氏
頼
邑

（『
大
海
集
』　

寛
文
十
二
〈
一
六
七
二
〉
年
刊
）

　
　

書
初
や
都
の
手
ぶ
り
お
家
や
う　
　
　
　
　

直
満

（
曼
殊
院
蔵
『
俳
諧
三
ツ
物
揃
』　

延
宝
三
〈
一
六
七
五
〉
年
刊
）
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仰
ら
れ
分
御
家
風
な
ら
月
影
も　
　
　
　
　

梅
翁

　
　
　
　

祐
筆
が
き
く
小
男
鹿
の
声　
　
　
　
　

定
俊

（『
難
波
風
』「
何
桶
」　

延
宝
六
〈
一
六
七
八
〉
年
刊
）

な
ど
と
詠
ま
れ
、
江
戸
時
代
の
武
家
を
中
心
と
し
た
も
っ
と
も
標
準
的
な
書
流
で

あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

そ
の
広
い
意
味
で
の
「
御
家
流
」
を
に
な
っ
た
書
流
に
は
い
く
つ
か
の
も
の
が

あ
り
、

　
　

書
初
を
す
る
や
長
生
殿
内
や
う　
　
　
　
　

正
世

（『
へ
ち
ま
草
』　

寛
文
元
〈
一
六
七
一
〉
年
刊
）

と
い
う
伝
内
流
、
そ
し
て

　
　

渡
る
也
大
橋
や
う
に
雁
の
声　
　
　
　
　
　

幽
山

（『
俳
諧
坂
東
太
郎
』　

延
宝
七
〈
一
六
八
九
〉
年
刊
）

に
い
う
大
橋
流
が
俳
諧
に
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。

　

後
者
の
句
は
、
雁
の
ま
っ
す
ぐ
棒
の
よ
う
に
連
な
り
飛
ぶ
様
を
、
大
橋
流
の
特

徴
で
あ
る
、
遊
び
の
少
な
い
直
線
的
な
文
字
の
書
き
方
（
図
１
）
に
見
立
て
た
詠

み
方
で
、
そ
の
特
徴
を
巧
み
に
と
ら
え
て
い
る
。

　

同
じ
幕
府
の
祐
筆
家
の
書
風
と
し
て
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
特
徴
を
や
や
異
に
す

る
も
の
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
の
が
、
松
花
堂
昭
乗
に
は
じ
ま
る
次
の
滝
本
流
で

あ
る
。

　

滝
本
流
は
、
伝
内
流
、
大
橋
流
と
も
ど
も
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
多
く
の
手
本

が
出
版
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
広
が
り
方
に
は
顕
著
な
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
現
代

人
の
感
覚
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
特
徴
は
「
温
和
な
書
風
、
端
正
・
典
雅
の
字
形
の

和
様
の
書
」（
吉
川
弘
文
館
『
国
史
大
辞
典
』）
と
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
次
の
よ
う
な
俳
諧
に
お
け
る
詠
ま
れ
方
を
見
て
み
る
と
、
伝
内
流

や
大
橋
流
と
は
か
な
り
異
な
っ
た
感
覚
で
受
け
取
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
ふ
し
が
あ
る
。

図
１　
『
大
橋
書
用
』
宝
暦
九
年
刊　

小
泉
吉
永
氏
蔵

二
四
九

近
世
前
期
の
書
流
と
江
戸
版
の
版
下　

― 

近
世
前
期
江
戸
出
版
界
に
お
け
る
〈
江
戸
〉
意
識
の
萌
芽 （
２
） 

―



【
滝
本
流
】

　
　

短
冊
や
梢
の
花
の
瀧
も
と
流　
　
　
　
　
　

大
坂　

良
賢

（『
糸
屑
集
』　

延
宝
三
〈
一
六
七
五
〉
年
刊
）

　
　

落
か
か
る
滝
本
坊
に
し
か
ら
れ
て　
　
　
　

西
山
梅
翁

　
　
　
　

定
家
こ
の
か
た
毛
虫
わ
く
也

（『
物
種
集
』　

同
六
〈
一
六
七
八
〉
年
刊
）

　
　
　
　

岩
を
く
ゞ
つ
て
の
た
く
つ
て
行　
　
　

朝

　
　

咲
は
花
滝
本
や
う
を
書
崩
し　
　
　
　
　
　

鶴

（『
江
戸
大
坂
通
し
馬
』「
江
戸
の
様
子
」　

同
八
〈
一
六
八
○
〉
年
刊
）

　
　

よ
ろ
長
に
滝
本
流
や
女
郎
花　
　
　
　
　
　

孟
遠

（『
正
風
彦
根
体
』
第
四　

正
徳
二
〈
一
七
一
二
〉
年
序
刊
）

　
『
物
種
集
』
の
「
定
家
こ
の
か
た
」
は
、
そ
の
書
風
が
定
家
風
に
似
通
う
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、『
江
戸
大
坂
通
し
馬
』
の
「
の
た
く
つ
て
」（
図
２
）、『
正

風
彦
根
体
』
の
「
よ
ろ
長
（
に
ょ
ろ
長
）」
は
、
滝
本
流
の
書
風
か
ら
受
け
る
印

象
を
、
平
易
な
俗
語
を
用
い
て
わ
か
り
や
す
く
表
現
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

ら
の
言
葉
か
ら
受
け
る
印
象
は
、「
温
和
な
書
風
、
端
正
・
典
雅
の
字
形
の
和
様

の
書
」
と
い
う
の
と
は
か
な
り
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

　

こ
の
滝
本
流
の
祖
で
あ
る
昭
乗
の
書
流
に
つ
い
て
は
、

大
師
流
の
書
を
よ
く
し
、
本
阿
弥
光
悦
、
近
衛
信
尹
と
と
も
に
「
寛
永
の
三

筆
」
の
一
人
に
数
え
ら
れ
、
そ
の
書
流
は
「
滝
本
流
」
の
名
で
江
戸
期
を
通

じ
て
長
く
流
行
し
た
。　
　
　
　
（
小
学
館
『
日
本
大
百
科
全
書
』）

書
は
青
蓮
院
流
・
大
師
流
を
学
び
、
上
代
の
書
風
を
能
く
し
松
花
堂
流
（
滝

本
流
）
の
開
祖
と
な
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（『
国
史
大
辞
典
』）

室
町
時
代
よ
り
主
流
と
し
て
の
流
儀
は
、
持
明
院
流
や
尊
円
流
が
あ
っ
た
が

こ
の
尊
円
流
か
ら
松
花
堂
昭
乗
が
あ
ら
わ
れ
た
。
彼
は
空
海
に
心
酔
し
て
そ

の
書
法
や
書
風
を
消
化
し
自
身
の
書
を
作
り
あ
げ
、
松
花
堂
流
と
呼
ば
れ
て

い
た
。

（
楠
見
俊
雄
「
弘
法
大
師
の
書
流 

― 

大
師
流
に
つ
い
て 

― 

」『
密
教
文
化
』

第
百
四
十
九
号
・
一
九
八
五
年
）

図
２　
『
式
部
卿
消
息
』
宝
永
四
年
刊

二
五
〇
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と
、
そ
の
源
の
一
つ
に
大
師
流
の
あ
っ
た
こ
と
を
い
う
指
摘
が
あ
る
。

　

以
上
の
幕
府
祐
筆
系
の
書
流
の
書
風（

４
）に

た
い
し
て
、
次
の
書
流
は
、
広
義
の
御

家
流
の
書
風
か
ら
離
れ
た
個
性
的
な
書
風
を
特
徴
と
し
、
江
戸
時
代
前
期
に
と
り

わ
け
流
行
し
た
。　

【
近
衛
流
】

　
　

公
家
衆
の
好
む
吉
書
や
近
衛
流　
　

桑
折
氏
頼
邑

（『
大
海
集
』　

寛
文
十
二
〈
一
六
七
二
〉
年
刊
）

　
　
　
　

ち
ゞ
ん
だ
や
う
な
道
の
べ
の
露

　
　

蛬
近
衛
様
ふ
う
の
声
た
て
ゝ

（『
仙
台
大
矢
数
』
中
・
十
六　

延
宝
七
〈
一
六
七
九
〉
年
刊
）

　
「
近
衛
様
ふ
う
」
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
寛
永
の
三
筆
の
一
人
近
衛
信
尹

の
書
風
を
い
う
。
後
者
の
付
合
で
は
、
そ
の
書
風
の
印
象
を
、
さ
き
ほ
ど
の
滝
本

流
に
つ
い
て
の
「
の
た
く
つ
た
」
同
様
、「
ち
ゞ
ん
だ
や
う
」
と
い
う
平
易
な
言

葉
で
言
い
立
て
て
い
る
。

【
宗
鑑
流
】

　
　

誹
諧
や
宗
鑑
や
う
の
筆
始　

土
岐
氏
一
癖
子
近
之

（『
誹
諧
晴
小
袖
』　

寛
文
十
二
〈
一
六
七
二
〉
年
こ
ろ
刊
）

　
　
　
　

荘
周
が
後
出
る
宗
鑑　
　
　
　
　
　
　

朝

　
　

書
れ
た
り
唐
や
う
か
と
思
へ
ば
格
別
に　
　

蠅

（『
江
戸
大
坂
通
し
馬
』「
涼
風
や
」　

延
宝
八
〈
一
六
八
○
〉
年
刊
）

　

震
え
た
よ
う
な
書
き
方
を
特
徴
と
す
る
宗
鑑
流
に
つ
い
て
は
、
現
代
、「
奔
放
」

「
大
胆
」「
独
特
」
と
い
う
言
葉
で
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、「
大
師
流
習
練

の
果
て
に
到
達
し
た
宗
鑑
流
と
も
い
う
べ
き
書
法
」（「
山
崎
宗
鑑
筆
一
行
書
」
解

説
・
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
財
団H

P

）
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
書
風
の
源
は
「
唐

や
う
（
唐
様
）」
の
大
師
流
に
あ
っ
た
。
ま
た
、

　
　
　
　

宗
鑑
流
の
順
礼
の
札　
　
　
　
　
　
　

六

　
　

殊
勝
也
三
十
三
社
の
御
託
宣　
　
　
　
　
　

七

（
小
西
甚
一
紹
介
『
延
宝
四
年
宗
因
一
座
俳
諧
』「
冬
咲
や
」）

と
詠
ま
れ
る
よ
う
に
、
宗
鑑
流
で
書
か
れ
た
縦
長
の
「
三
社
託
宣
」
は
、
当
時
た

く
さ
ん
書
か
れ
た
よ
う
で
、
現
在
で
も
か
な
り
の
数
が
伝
存
し
て
い
る
。

　
　

二　

唐
様
と
し
て
の
大
師
流
の
書
風

　

さ
て
、
右
に
見
て
き
た
様
々
な
書
流
の
う
ち
、
か
な
り
特
徴
の
あ
る
書
風
と
し

て
受
け
取
ら
れ
て
き
た
宗
鑑
流
と
滝
本
流
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
源
の
一
つ
に
、

大
師
流
と
言
わ
れ
る
書
流
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

二
五
一

近
世
前
期
の
書
流
と
江
戸
版
の
版
下　

― 

近
世
前
期
江
戸
出
版
界
に
お
け
る
〈
江
戸
〉
意
識
の
萌
芽 （
２
） 

―



　

先
に
現
行
の
辞
典
類
に
見
た
よ
う
に
、「
空
海
の
装
飾
的
な
書
風
を
、
さ
ら
に

誇
張
し
」
た
の
が
大
師
流
の
特
徴
で
あ
る
と
い
う
が
、
こ
の
大
師
流
の
特
徴
を
語

る
さ
い
に
う
っ
て
つ
け
の
資
料
が
あ
る
。

い
ま
だ
嫁
せ
ざ
る
は
い
と
細
や
か
に
眉
に
墨
を
引
き
た
れ
ば
、
遠
山
の
峯
に

三
ヶ
月
の
差
し
出
た
る
が
如
く
な
り
。
此
眉
墨
に
さ
ま
ざ
ま
あ
り
。
細
き
あ

り
、
太
き
あ
り
、
直
な
る
あ
り
、
又
は
大
師
流
の
八
文
字
、
鳥
山
流
の
一
の

字
を
書
た
る
も
あ
り
。（『
都
風
俗
鑑
』
巻
二　

天
和
元
〈
一
六
八
一
〉
年
刊
）

　

こ
こ
で
い
う
「
八
文
字
」
は
、
隷
書
の
「
八
分
字
」「
八
分
」
の
こ
と
で
、
女

性
の
黛
の
端
が
跳
ね
上
げ
る
よ
う
に
引
か
れ
て
い
る
こ
と
を
隷
書
の
「
八
分
字
」

に
見
立
て
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、「
八
分
字
」
は
、

　
　

茅
が
軒
端
八
分
字
に
春
を
忘
る
な
と　
　
　

友

　
　
　
　

し
ら
ぬ
は
人
の
漢
土
に
帰
り
て　
　
　

翁

（『
山
の
端
千
句
』
五　

延
宝
八
〈
一
六
八
○
〉
年
刊
）

と
、「
漢
土
」、
書
風
で
い
え
ば
唐
様
と
む
す
び
つ
く
。
大
師
流
の
書
風
は
、
当
時

の
人
た
ち
に
と
っ
て
の
唐
様
の
代
表
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

大
師
流
を
詠
み
込
ん
だ
句
は
、

　
　

虚こ

空く
う

海か
い

に
か
け
る
雁
字
や
大
師
や
う　
　

堺
真
光
寺
以
専

（『
口
真
似
草
』　

明
暦
二
〈
一
六
五
六
〉
年
刊
）

　
　

替
ら
ぬ
や
い
に
し
へ
よ
り
も
今
の
京　
　
　

高
（
道
高
）

　
　
　
　

大
師
や
う
に
も
か
く
い
ろ
は
仮
名　
　

我
（
友
我
）

　
　

女
さ
へ
秘
置
法
を
そ
と
聞
て　
　
　
　
　
　

舟
（
維
舟
）

（『
時
勢
粧
』
第
五　

寛
文
十
二
〈
一
六
七
二
〉
年
刊
）

　
　

吉
書
も
や
秘
蜜
の
始
大
師
や
う　
　
　
　
　

境　

頼
広

（『
歳
旦
発
句
集
』
承
応
三
年
条　

延
宝
二
〈
一
六
七
四
〉
年
刊
）

　
　
　
　

五
輪
九
字
さ
は
ぐ
金
沢
の
露

　
　

初
塩
を
万
里
に
な
ぐ
る
大
師
流

　
　
　
　

千
年
ち
か
う
の
荻
の
上
風

（『
仙
台
大
矢
数
』
第
一　

延
宝
七
〈
一
六
七
九
〉
年
刊
）

と
い
く
つ
も
見
つ
か
る
が
、
多
く
は
、（
弘
法
）
大
師
と
真
言
密
教
を
む
す
び
つ

け
た
詠
み
方
で
あ
り
、
当
時
の
人
が
書
流
と
し
て
の
大
師
流
を
ど
う
感
じ
取
っ
て

い
た
の
か
は
、
残
念
な
が
ら
う
か
が
い
え
な
い
。

　

し
か
し
、
大
師
流
を
含
め
た
唐
様
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
人
々
の
感
覚
、
受
け

取
り
方
を
示
す
次
の
よ
う
な
例
が
見
い
だ
さ
れ
る
。

　
　

か
ら
や
う
の
船
を
し
池
に
う
か
べ
さ
せ　
　

圃
（
立
圃
）

　
　
　
　

詩
作
こ
と
な
る
文
字
の
筆
勢　
　
　
　

孝
（
方
孝
）

（『
已
己
巳
己
千
句
』
寛
文
八
〈
一
六
六
八
〉
年
刊
か
）

二
五
二

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
二
号



　
　
　
　

か
く
ち
わ
ぶ
み
を
見
る
に
か
ら
や
う

　
　

く
ど
く
と
も
い
か
で
が
て
ん
の
参
る
べ
き

（『
備
後
表
』
第
八　

同
十
二
〈
一
六
七
二
〉
年
刊
）

　
　

か
ら
様
や
こ
び
た
和
朝
の
筆
は
じ
め　

岳
本
素
看

（『
俳
諧
三
部
抄
』　

延
宝
五
〈
一
六
七
七
〉
年
刊
）

　
　
　
　

恋
て
ふ
も
の
は
誰
に
手
な
ら
ひ　
　
　

翁

　
　

唐
や
う
は
ち
ん
ふ
ん
り
ん
の
ふ
り
心　
　
　

春

（『
宗
因
七
百
韻
』
同
年
刊
か
）

　
　
　
　

先
か
ら
や
う
に
べ
ろ
べ
ろ
の
声

　
　

よ
め
か
ぬ
る
詩
酒
五
六
盃
た
べ
過
て

（『
山
水
十
百
韻
』　

同
七
〈
一
六
七
九
〉
年
刊
）

　

唐
様
は
、「
い
か
で
が
て
ん
の
参
る
べ
き
」「
ち
ん
ふ
ん
り
ん
」「
よ
め
か
ぬ
る
」「
こ

と
な
る
文
字
の
筆
勢
」
の
言
葉
通
り
、
人
々
に
と
っ
て
、
奇
異
な
、
な
ん
と
も
つ

か
み
が
た
い
書
風
で
あ
り
、こ
ま
し
ゃ
く
れ
た
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
の「
こ
び
た
」、

と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
書
風
で
も
あ
っ
た
。
唐
様
（
隷
書
だ
け
で
は
な
く
、
お
そ

ら
く
は
大
師
流
も
含
め
て
の
唐
様
）
に
た
い
す
る
こ
の
よ
う
な
言
葉
は
、
目
慣
れ

た
標
準
的
な
書
風
か
ら
大
き
く
離
れ
た
書
風
に
た
い
し
て
の
違
和
感
か
ら
来
た
言

葉
で
あ
る
に
違
い
な
い
。

　
　

三　

版
下
文
字
と
し
て
の
大
師
流

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
版
本
の
版
下
に
大
師
流
が
用
い
ら
れ
た
め
ず
ら
し
い
例
と

し
て
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
に
、
江
戸
時
代
最
初
に
出
版
さ
れ
た
俳
諧
撰
集

『
犬
子
集
』
の
版
下
（
図
３
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。『
日
本
古
典
俳
文
学
大
系　

貞
門

俳
諧
集
一
』
の
解
説
で
は
、「
そ
の
初
版
本
は
堂
々
た
る
大
本
五
冊
、
板
下
も
大

師
流
の
立
派
な
も
の
」
と
記
さ
れ
、
そ
の
書
風
を
大
師
流
と
み
て
い
る
。

　

俳
諧
の
中
で
の
書
風
と
い
え
ば
、
松
永
貞
徳
の
筆
跡
に
い
く
つ
か
の
種
類
の
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
、
拙
稿
「〈
貞
室
〉
の
誕
生
」

（
５
）

で
触
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
が
、

貞
徳
の
残
し
た
筆
跡
の
中
に
は
、
右
の
『
犬
子
集
』
の
解
説
が
大
師
流
と
呼
ぶ
よ

図
３　

京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
蔵

二
五
三

近
世
前
期
の
書
流
と
江
戸
版
の
版
下　

― 

近
世
前
期
江
戸
出
版
界
に
お
け
る
〈
江
戸
〉
意
識
の
萌
芽 （
２
） 

―



う
な
も
の
も
伝
存
す
る
（
図
４
）。
こ
の
よ
う
な
筆
跡
を
も
し
大
師
流
と
呼
ん
で

よ
い
な
ら
ば
、『
犬
子
集
』
の
版
下
文
字
の
書
風
は
た
し
か
に
大
師
流
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
貞
徳
の
筆
跡
の
中
に
は
、
図
４
の
よ
う
な
書
風
と
は
や
や
異
な
っ
た
、

さ
ら
に
装
飾
的
な
書
風
で
か
か
れ
た
も
の
も
伝
在
す
る
。
図
５
・
図
６
・
図
７
で

あ
る
。

図
４

図
５

図
７

図
６　
「
瓜
硯
の
記
草
稿
」
柿
衞
文
庫
蔵

二
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図
５
は
、
早
稲
田
大
学
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
お
さ
め
ら
れ
る
「
鳳
凰

も
出
よ
長
閑
き
酉
の
年　

長
頭
丸
」
と
い
う
貞
徳
の
有
名
な
短
冊
の
書
風
に
た
い

へ
ん
似
通
っ
た
書
風
で
書
か
れ
て
い
る
。
右
の
短
冊
に
つ
い
て
は
、
早
稲
田
大
学

古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
俳
諧
の
世
界
」
の
解
説
に
、

句
意
は
、
酉
年
の
新
年
に
天
下
泰
平
の
象
徴
で
あ
る
鳳
凰
も
出
て
き
て
ほ
し

い
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
当
時
流
行
し
た
大
師
流
の
書
体
で
書
か
れ

て
い
る
。

と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
解
説
に
し
た
が
え
ば
、
図
５
の
よ
う
な
書
き
方
も

大
師
流
の
書
風
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
、
同
じ
大
師
流
と
言
い
な
が
ら
、
図
３
・
図
４
の
書
風
と
図
５
・
図
６
・

図
７
の
書
風
の
間
に
は
か
な
り
大
き
な
違
い
が
あ
る
よ
う
に
、
私
に
は
思
え
る
。

本
来
大
師
流
と
呼
ば
れ
る
書
風
は
、
後
者
の
よ
う
な
、
肥
痩
、
抑
揚
に
富
ん
だ
、

多
分
に
装
飾
的
な
書
風
こ
そ
を
さ
す
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の

意
味
で
、『
犬
子
集
』
の
版
下
文
字
の
書
風
を
大
師
流
と
す
る
従
来
の
見
方
に
は

疑
問
を
感
じ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
　

四　

大
師
流
と
江
戸
版

　

こ
こ
か
ら
は
、
図
５
・
図
６
・
図
７
の
よ
う
な
書
風
を
目
に
焼
き
付
け
た
上
で
、

江
戸
版
の
中
で
も
か
な
り
特
徴
的
な
版
下
の
書
風
を
も
つ
次
の
よ
う
な
版
下
文
字

を
な
が
め
て
み
よ
う（
図
８
・
図
９
）。
印
象
の
レ
ベ
ル
の
物
言
い
で
し
か
な
い
が
、

こ
れ
ら
の
版
下
文
字
は
、
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
、
う
ね
く
っ
た
、
抑
揚
の
あ
る
書
風

と
い
う
点
で
右
の
貞
徳
の
筆
跡
の
書
風
と
同
類
と
見
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
大
師
流
の
文
字
の
特
徴
と
共
通
す
る
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
た
書
体
を
版
下
の

図
８　
『
実
語
教
』
延
宝
六
年
山
本
九
左
衛
門
版

図
９　
『
都
名
所
往
来
』
延
宝
三
年
松
会
版

二
五
五

近
世
前
期
の
書
流
と
江
戸
版
の
版
下　

― 

近
世
前
期
江
戸
出
版
界
に
お
け
る
〈
江
戸
〉
意
識
の
萌
芽 （
２
） 

―



文
字
に
用
い
て
い
た
の
が
、上
方
の
浄
瑠
璃
本
屋
の
出
版
物
な
の
で
あ
る（
図
10
）。

　

図
版
に
か
か
げ
た
の
は
、
浄
瑠
璃
本
の
版
下
の
中
で
も
、
文
字
の
書
き
方
の
特

徴
が
は
っ
き
り
と
し
や
す
い
、
表
紙
に
貼
ら
れ
た
題
簽
で
あ
る
。
デ
フ
ォ
ル
メ
さ

れ
た
大
師
流
の
書
風
は
、
上
方
の
出
版
物
に
お
い
て
は
、
浄
瑠
璃
本
、
あ
る
い
は

浄
瑠
璃
本
を
あ
つ
か
う
本
屋
で
出
版
さ
れ
た
本
に
ほ
と
ん
ど
専
用
的
に
用
い
ら
れ

て
い
た
書
風
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
に
お
い
て
は
、
浄
瑠
璃
本
の
枠
を
こ
え
て
広
く

採
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
般
に
は
見
慣
れ
な
い
標
準
的
な
書
風
で
な
い
版

下
文
字
は
、
お
そ
ら
く
当
時
に
お
い
て
も
、
本
の
版
下
の
書
風
と
し
て
は
違
和
感

を
も
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
特
異
な
書
風
を
、
意
識
的
に

採
用
し
、
多
用
し
た
の
が
、
江
戸
の
出
版
物
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

江
戸
の
出
版
物
が
、
上
方
に
た
い
し
て
の
〈
江
戸
〉
を
意
識
し
た
一
つ
の
時
代
が

こ
こ
に
は
じ
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

江
戸
版
に
つ
い
て
の
近
年
の
研
究
成
果
の
大
半
を
に
な
わ
れ
た
柏
崎
順
子
氏

は
、「
江
戸
版
考　

其
二
」

（
６
）

と
い
う
論
文
で
、

所
謂
江
戸
版
の
文
字
の
流
儀
も
厳
密
に
言
え
ば
何
種
類
か
に
分
類
で
き
る

が
、
版
下
の
筆
耕
を
個
人
の
資
格
で
多
く
の
人
間
が
担
当
し
て
い
た
と
は
思

え
な
い
。
そ
こ
で
思
い
合
わ
さ
れ
る
の
が
師
宣
風
の
挿
絵
の
問
題
で
あ
る
。

師
宣
風
の
挿
絵
は
師
宣
個
人
の
仕
事
で
は
な
く
、
師
宣
工
房
の
よ
う
な
も
の

が
存
在
し
て
い
て
、
複
数
の
板
木
下
絵
師
に
よ
っ
て
挿
絵
が
制
作
さ
れ
て
い

た
と
い
う
説
で
あ
る
。
挿
絵
制
作
の
工
程
が
特
定
の
工
房
に
委
ね
ら
れ
て
い

た
と
す
れ
ば
、
版
下
の
筆
耕
も
特
定
の
流
派
の
子
弟
仲
間
に
委
ね
ら
れ
て
い

た
可
能
性
が
高
い
。

と
い
う
指
摘
を
さ
れ
て
い
た
。

　

前
稿
に
お
い
て
は
、
繰
り
返
し
言
う
よ
う
に
、
江
戸
版
の
一
見
「
独
特
」
に
見

え
る
版
下
文
字
の
特
徴
を
、
御
家
流
の
範
囲
内
の
個
性
、
と
い
う
ふ
う
に
考
え
、

柏
崎
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
考
え
る
必
要
を
必
ず
し
も
認
め
な
か
っ
た
の
で
あ
る

が
、
今
回
、
当
時
も
っ
と
も
異
風
に
受
け
取
ら
れ
て
い
た
唐
様
、
中
で
も
大
師
流

と
い
う
流
派
の
書
風
の
存
在
に
気
づ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
江
戸
版
の
書
風
の
奇
異

さ
を
か
も
し
だ
し
た
の
は
、
こ
の
大
師
流
と
い
う
「
特
定
の
流
派
」
だ
っ
た
可
能

性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
直
し
た
次
第
で
あ
る
。

　

注
（
１
）http://w

w
w
.m
m
jp.or.jp/seishindo/essay/index.htm

l

（
２
）「
江
戸
版
考
」『
一
橋
論
叢
』（
第
百
三
十
四
巻
第
四
号
・
二
○
○
五
年
）他
多
数
。

（
３
）『
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告　

人
文
』
第
六
十
四
号
・
二
○
一
四
年
。

（
４
）以
上
の
書
流
の
他
、

図
10　
『
あ
み
だ
が
池
新
寺
町
』
題
簽　

元
禄
十
二
年

　
　
　

八
文
字
屋
八
左
衛
門
版　

国
立
国
会
図
書
館
蔵

二
五
六

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
二
号



　
　
　
　

年
の
名
の
鳥
か
い
や
う
や
筆
は
じ
め　
　
　
　

泰
春

（『
蛙
井
集
』　

寛
文
十
一
〈
一
六
七
一
〉
年
刊
）

　
　
　
　

か
き
て
し
る
と
り
か
ひ
よ
う
の
い
ろ
は
哉　
　

令
富

（『
如
意
宝
珠
』　

延
宝
二
〈
一
六
七
四
〉
年
刊
）

　
　

に
い
う
鳥
飼
流
、

　
　
　
　

赤
恥
を
書
簡
の
脇
に
か
ゝ
せ
た
り　
　
　
　
　

朝

　
　
　
　
　
　

曽
我
流
に
お
そ
れ
て
大
藤
内
は　
　
　
　

蠅

　
　
（『
江
戸
大
坂
通
し
馬
』「
世
に
高
し
」　

延
宝
八
〈
一
六
八
○
〉
年
刊
）

に
い
う
曽
我
流
を
詠
み
込
ん
だ
句
例
が
見
ら
れ
る
が
、
当
時
の
人
々
が
そ
れ

ら
書
風
に
い
だ
い
た
感
覚
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
は
読
み
取
れ
な
い
。

（
５
）『
東
海
近
世
』
第
二
十
七
号
・
二
○
一
九
年
。

（
６
）『
人
文
・
自
然
研
究
』
第
一
号
・
二
○
○
七
年
。

　

付
記

　

本
稿
は
、JSPS

補
助
金
（
課
題
番
号18K

00321

）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部

で
あ
る
。
図
版
の
う
ち
所
蔵
者
名
を
記
し
て
い
な
い
も
の
は
母
利
蔵
本
で
あ
る
。

写
真
掲
載
を
許
可
さ
れ
た
所
蔵
機
関
に
あ
つ
く
お
礼
申
し
あ
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
二
〇
年
十
月
一
日
受
理
）

（
も
り　

し
ろ
う　

文
学
部
和
食
文
化
学
科
教
授
）

二
五
七

近
世
前
期
の
書
流
と
江
戸
版
の
版
下　

― 

近
世
前
期
江
戸
出
版
界
に
お
け
る
〈
江
戸
〉
意
識
の
萌
芽 （
２
） 

―






